
委員一覧（21名）

委員長 有田 芳生（立憲） 青木 一彦（自民） 里見 隆治（公明）
理 事 青山 繁晴（自民） 江島 潔（自民） 高瀬 弘美（公明）
理 事 加田 裕之（自民） 佐藤 啓（自民） 新妻 秀規（公明）
理 事 宮本 周司（自民） 高橋 はるみ（自民） 石井 章（維新）
理 事 礒 哲史（民主） 松村 祥史（自民） 浜野 喜史（民主）
理 事 岩渕 友（共産） 宮沢 由佳（立憲） ながえ 孝子（碧水）

阿達 雅志（自民） 森本 真治（立憲） 安達 澄（ 無 ）
（会期終了日 現在）

（１）審議概観

第204回国会において本委員会に付託さ

れた案件は、内閣提出法律案２件及び承

認案件１件であり、いずれも可決又は承

認した。また、本委員会付託の請願13種

類153件は、いずれも保留とした。

〔法律案等の審査〕

特許料等の料金体系見直し及び商標権侵

害の対象行為の拡大等 特許法等の一部

を改正する法律案は、知的財産の適切な

保護及び知的財産制度の利便性の向上を

図るため、手続期間の徒過により消滅し

た特許権の回復要件の緩和、特許審判等

での口頭審理を映像及び音声の送受信に

より行う方法の導入、特許料等の予納に

おける印紙の廃止、特許関係料金の見直

し、商標権の侵害となり得る対象行為と

して海外事業者による模倣品の国内への

持込みの追加等の措置を講じようとする

ものである。

委員会においては、中小企業の知財活

動に対する支援の在り方、海外からの模

倣品流入に対する規制強化の実効性確保

に向けた方策、特許特別会計における透

明性の高い財政運営の必要性等について

質疑が行われ、全会一致をもって可決さ

れた。なお、本法律案に対して、附帯決

議を行った。

脱炭素化やデジタル社会の実現及び中小

企業の足腰強化に向けた支援等 産業競

争力強化法等の一部を改正する等の法律

案は、新型コロナウイルス感染症の影響、

急激な人口の減少等の短期及び中長期の

経済社会情勢の変化に適切に対応して、

我が国産業の持続的な発展を図るため、

情報技術の進展、エネルギーの利用によ

る環境への負荷の低減等に対応する事業

変更を行おうとする者についての計画認

定制度の創設、経営革新計画の承認制度

等の対象事業者に係る要件の見直し、下

請中小企業の取引機会を創出する者の認

定制度の創設等の措置を講じようとする

ものである。

委員会においては、参考人から意見を

聴取するとともに、我が国の産業競争力

強化の現状と今後の取組方針、脱炭素化

やデジタル社会の実現に向けた取組に対

する支援の必要性、中小企業の足腰強化

に向けた支援の在り方、下請取引適正化

に向けた更なる取組の必要性等について



質疑が行われ、討論の後、多数をもって

可決された。なお、本法律案に対して、

附帯決議を行った。

北朝鮮に対する経済制裁 外国為替及び

外国貿易法第十条第二項の規定に基づき、

北朝鮮を仕向地とする貨物の輸出及び北

朝鮮を原産地又は船積地域とする貨物の

輸入につき承認義務を課する等の措置を

講じたことについて承認を求めるの件は、

北朝鮮への全ての貨物の輸出及び北朝鮮

からの全ての貨物の輸入につき、令和３

年４月14日から令和５年４月13日までの

間、引き続き、経済産業大臣の承認を受

ける義務を課する等の措置を講じたこと

について、外国為替及び外国貿易法第10

条第２項の規定に基づいて国会の承認を

求めるものである。

委員会においては、今後の対北朝鮮政

策に関する政府の方針、対北朝鮮措置の

実効性確保に向けた方策等について質疑

が行われ、全会一致をもって承認された。

〔国政調査等〕

３月22日、経済産業行政等の基本施策

に関する件について梶山経済産業大臣・

国務大臣（産業競争力担当、ロシア経済

分野協力担当、原子力経済被害担当）・内

閣府特命担当大臣（原子力損害賠償・廃

炉等支援機構）から所信を、令和２年に

おける公正取引委員会の業務の概略に関

する件について古谷公正取引委員会委員

長から説明を聴取した。また、同日、予

算委員会から委嘱された令和３年度経済

産業省所管予算等の審査を行い、新型コ

ロナウイルス感染症の拡大により影響を

受けているライブ・エンターテインメン

ト業界に対する支援の必要性、東京電力

柏崎刈羽原子力発電所の核物質防護設備

機能の一部喪失事案に対する経済産業大

臣の所見、カーボンプライシング導入に

関する考え方、東京電力福島第一原子力

発電所事故に係るＡＬＰＳ処理水の処分

方針の決定時期について明確にする必要

性、いわゆる新電力の電力調達が電力ス

ポット市場に依存していることの課題と

今後の制度設計の在り方、持続化給付金

及び家賃支援給付金の再給付の必要性、

事業再構築補助金の申請に当たっての事

業者へのサポートの必要性、今国会提出

法案に関する条文のミス等の発生及び経

済産業省職員の超過勤務時間の実態に対

する経済産業大臣の所見等について質疑

を行った。

４月６日、経済産業行政等の基本施策

に関する件及び公正取引委員会の業務に

関する件について調査を行い、2050年カー

ボンニュートラル実現に向けた表層型メ

タンハイドレート開発に対する経済産業

大臣の所見、女性リーダー育成及び女性

起業家支援に係る取組強化の必要性、新

型コロナウイルス感染症に係るまん延防

止等重点措置により影響を受ける中堅・

中小企業を幅広く支援する必要性、2050

年カーボンニュートラル実現に向けた二

輪車に係る電動化の方向性、中小・ベン

チャー企業における国際標準化人材育成

に対する支援の在り方、電力スポット市

場に係る情報公開を強化する必要性、事

業再構築補助金における認定経営革新等

支援機関の支援の在り方と採択に係る柔

軟な運用の必要性、クールジャパン機構

の在り方を見直す必要性等について質疑

を行った。

５月20日、日本貿易保険における法令

違反事案に関する件、カーボンニュート

ラル実現に向けたエネルギー政策の在り

方に関する件、新型コロナウイルス感染

症の影響に係る中小企業支援に関する件、



東京電力福島第一原子力発電所のＡＬＰ

Ｓ処理水の処分に関する件、産業界にお

けるサイバーセキュリティ対策に関する

件、今後の自動車産業政策に関する件、

再生可能エネルギー導入に係る課題に関

する件等について質疑を行った。

（２）委員会経過

○令和３年３月22日(月)（第１回）

理事の補欠選任を行った。

経済、産業、貿易及び公正取引等に関する調

査を行うことを決定した。

経済産業行政等の基本施策に関する件につい

て梶山国務大臣から所信を聴いた。

令和２年における公正取引委員会の業務の概

略に関する件について古谷公正取引委員会委

員長から説明を聴いた。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

令和三年度一般会計予算（衆議院送付）

令和三年度特別会計予算（衆議院送付）

令和三年度政府関係機関予算（衆議院送付）

（内閣府所管（公正取引委員会）及び経済産

業省所管）について梶山経済産業大臣及び古

谷公正取引委員会委員長から説明を聴いた

後、同大臣、江島経済産業副大臣、佐藤経済

産業大臣政務官及び政府参考人に対し質疑を

行った。

〔質疑者〕

加田裕之君（自民）、宮沢由佳君（立憲）、

新妻秀規君（公明）、石井章君（維新）、浜

野喜史君（民主）、岩渕友君（共産）、なが

え孝子君（碧水）、安達澄君（無）

本委員会における委嘱審査は終了した。

○令和３年４月６日(火)（第２回）

理事の補欠選任を行った。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

経済産業行政等の基本施策に関する件及び公

正取引委員会の業務に関する件について梶山

国務大臣、佐藤経済産業大臣政務官、古谷公

正取引委員会委員長及び政府参考人に対し質

疑を行った。

〔質疑者〕

青山繁晴君（自民）、宮沢由佳君（立憲）、

里見隆治君（公明）、石井章君（維新）、礒

哲史君（民主）、岩渕友君（共産）、なが

え孝子君（碧水）、安達澄君（無）

○令和３年５月11日(火)（第３回）

理事の補欠選任を行った。

特許法等の一部を改正する法律案（閣法第46

号）（衆議院送付）について梶山経済産業大

臣から趣旨説明を聴いた。

○令和３年５月13日(木)（第４回）

理事の補欠選任を行った。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

特許法等の一部を改正する法律案（閣法第46

号）（衆議院送付）について梶山経済産業大

臣、江島経済産業副大臣、佐藤経済産業大臣

政務官、船橋財務大臣政務官及び政府参考人

に対し質疑を行った後、可決した。

〔質疑者〕

加田裕之君（自民）、森本真治君（立憲）、

里見隆治君（公明）、石井章君（維新）、礒

哲史君（民主）、岩渕友君（共産）、なが

え孝子君（碧水）、安達澄君（無）

（閣法第46号）

賛成会派 自民、立憲、公明、維新、民主、

共産、碧水、無（安達澄君）

反対会派 なし

なお、附帯決議を行った。

○令和３年５月20日(木)（第５回）

理事の補欠選任を行った。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

日本貿易保険における法令違反事案に関する

件、カーボンニュートラル実現に向けたエネ

ルギー政策の在り方に関する件、新型コロナ

ウイルス感染症の影響に係る中小企業支援に

関する件、東京電力福島第一原子力発電所の

ＡＬＰＳ処理水の処分に関する件、産業界に



おけるサイバーセキュリティ対策に関する

件、今後の自動車産業政策に関する件、再生

可能エネルギー導入に係る課題に関する件等

について梶山経済産業大臣、江島経済産業副

大臣、佐藤経済産業大臣政務官、鳩山国土交

通大臣政務官及び政府参考人に対し質疑を

行った。

〔質疑者〕

加田裕之君（自民）、森本真治君（立憲）、

高瀬弘美君（公明）、石井章君（維新）、礒

哲史君（民主）、岩渕友君（共産）、なが

え孝子君（碧水）、安達澄君（無）

○令和３年５月27日(木)（第６回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

産業競争力強化法等の一部を改正する等の法

律案（閣法第23号）（衆議院送付）について

梶山経済産業大臣から趣旨説明を聴いた後、

同大臣、江島経済産業副大臣、佐藤経済産業

大臣政務官及び政府参考人に対し質疑を行っ

た。

〔質疑者〕

宮本周司君（自民）、宮沢由佳君（立憲）、

高瀬弘美君（公明）、石井章君（維新）、浜

野喜史君（民主）、岩渕友君（共産）、なが

え孝子君（碧水）、安達澄君（無）

また、同法律案について参考人の出席を求め

ることを決定した。

○令和３年６月１日(火)（第７回）

産業競争力強化法等の一部を改正する等の法

律案（閣法第23号）（衆議院送付）について

次の参考人から意見を聴いた後、各参考人に

対し質疑を行った。

〔参考人〕

日本商工会議所中小企業経営専門委員会共

同委員長

川口商工会議所会頭 伊藤光男君

株式会社野村総合研究所エグゼクティブ・

エコノミスト 木内登英君

学習院大学経済学部教授 滝澤美帆君

〔質疑者〕

加田裕之君（自民）、宮沢由佳君（立憲）、

里見隆治君（公明）、石井章君（維新）、浜

野喜史君（民主）、岩渕友君（共産）、なが

え孝子君（碧水）、安達澄君（無）

○令和３年６月３日(木)（第８回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

産業競争力強化法等の一部を改正する等の法

律案（閣法第23号）（衆議院送付）について

梶山経済産業大臣、江島経済産業副大臣、佐

藤経済産業大臣政務官及び政府参考人に対し

質疑を行った。

〔質疑者〕

高橋はるみ君（自民）、森本真治君（立憲）、

高瀬弘美君（公明）、里見隆治君（公明）、

石井章君（維新）、礒 哲史君（民主）、岩

渕友君（共産）、ながえ孝子君（碧水）、安

達澄君（無）

○令和３年６月８日(火)（第９回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

産業競争力強化法等の一部を改正する等の法

律案（閣法第23号）（衆議院送付）について

梶山経済産業大臣、江島経済産業副大臣、佐

藤経済産業大臣政務官及び政府参考人に対し

質疑を行い、討論の後、可決した。

〔質疑者〕

青山繁晴君（自民）、小沼巧君（立憲）、新

妻秀規君（公明）、石井章君（維新）、浜野

喜史君（民主）、岩渕友君（共産）、ながえ

孝子君（碧水）、安達澄君（無）

（閣法第23号）

賛成会派 自民、立憲、公明、維新、民主、

碧水、無（安達澄君）

反対会派 共産

なお、附帯決議を行った。

○令和３年６月10日(木)（第10回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

外国為替及び外国貿易法第十条第二項の規定

に基づき、北朝鮮を仕向地とする貨物の輸出

及び北朝鮮を原産地又は船積地域とする貨物

の輸入につき承認義務を課する等の措置を講

じたことについて承認を求めるの件（閣承認

第３号）（衆議院送付）について梶山経済産

業大臣から趣旨説明を聴き、同大臣、中西外

務大臣政務官及び政府参考人に対し質疑を



行った後、承認すべきものと議決した。

〔質疑者〕

宮沢由佳君（立憲）、岩渕友君（共産）

（閣承認第３号）

賛成会派 自民、立憲、公明、維新、民主、

共産、碧水、無（安達澄君）

反対会派 なし

○令和３年６月16日(水)（第11回）

理事の補欠選任を行った。

請願第152号外152件を審査した。

経済、産業、貿易及び公正取引等に関する調

査の継続調査要求書を提出することを決定し

た。

閉会中における委員派遣については委員長に

一任することに決定した。


